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社会

⼤往⽣ 
 〜わが家で迎える最期〜

シェアする

「⼈⽣の最期をわが家で」は、多くの⼈の願いだ。国も医療費抑
制などのため在宅医療を推奨し、増えていく⾒込みの⾃宅での
死。しかし、現実には介護する家族の⾼齢化や疲弊、貧困などさ
まざまな問題が⽴ちはだかる。そんな現場に⾝をおく８０歳の⽼
医師がいる。埼⽟県新座市の堀ノ内病院の⼩堀鷗⼀郎さんだ。森
鷗外の孫で、かつては東⼤病院の外科医として活躍した⽼医師
が、最後にたどり着いたのが“死に際の医療”を地域で⾏う在宅医だ
った。死の床にある患者と同世代、いわば“⽼⽼医療”である。患者
にかける⾔葉は友⼈同⼠のようであり、時にハッとするほど厳し
く、時に深く共感しつつ、等⾝⼤で向き合う。その⼈らしい最期
の時間を患者や家族たちと話し合いながら作っていく。番組では
⼩堀医師の在宅医療に密着。そこには「わが家での⼤往⽣」を妨
げるさまざまな困難と、それを乗り越えようと奮闘する家族たち
の姿があった
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